
平成２２年度　商業振興課　組織目標の評価

個別目標

番号 項　　目　　名 目標の内容 （目標値） 評　　価 （達成度） 今後の対応

1
中小企業新事業活動促進法
に基づく計画承認を受けら
れる企業の拡大

県内の多様な業種・地域の中小
企業が経営革新にチャレンジ
し、経営基盤の強化が進んでい
る。なお、今年度は滋賀ならで
はの産業、特に環境系の産業等
の掘り起こしに努める。

計画承認件
数
年間４５件

製造業からの申請案件が激減
し、景気低迷の影響が見受け
られる。一方で、その他の業
種では一定数の申請があり、
制度の浸透も進むなか、地域
に根付いた特色ある事業内容
が増えている。
 計画承認件数
　 ３１件/４５件

△

支援機関との連携
を密にし、引き続
き案件の掘り起こ
しに努めるととも
に、制度のメリッ
トについて改めて
検討する。

2
ＳＯＨＯ施設の運営により
創業や事業の成長を促進

ＳＯＨＯビジネスオフィス入居
者が、退居時点で入居時点に比
べ事業拡大している。

累計：事業
拡大３３社
/退居６６
社

インキュベーションマネー
ジャーによるきめ細かな入居
者支援を実施することができ
たとともに、県内のインキュ
ベーション施設や大学、市、
関係機関との連携によるビジ
ネスカフェあきんどひろばの
開催等を通して、起業家の発
掘・育成を行った。
　累計：事業拡大４０社
　　　　退去　　６７社

◎

インキュベーショ
ンマネージャーに
よる入居者支援を
引き続き推進する
とともに、特に県
北部での創業支援
機能の充実を図
る。

3
商店街の活性化に向けた支
援

商店街の活性化に向けた取組へ
の多様な主体の参画件数

１０件

にぎわいのまちづくり総合支
援事業の「連携・協働促進、
サービス産業振興事業」はも
とより、「一般事業」におい
ても多様な主体の参画を得な
がら事業を実施することがで
きた。
 多様な主体の参画件数１４
件

◎

各種広報媒体等を
活用して事業周知
を図るとともに、
関係団体との連
携・協力を通し
て、引き続き多様
な主体の参画を促
す。


